
遊休農地発生を防ぎ、新規就農者への貸付農地を確保
（奈良県橿原市）

１ 地区の特徴・状況、課題

担い手への
農地利用の
集積・集約化

遊休農地の
発生防止・
解消

新規参入の
促進

その他（農業
委員会の体
制強化等）

○奈良県のほぼ中央に位置し、面積は39.56㎢。鉄道、道路網が充実し他府県へアクセスしやすい

○耕地面積861ha。大和平野の起伏が少ない地形に農地と市街地が調和

○水稲に加え、消費者に近い利点を活かし、いちご・グリーンアスパラ・鉢花を栽培

○兼業農家が多く、離農の深刻化から遊休農地のさらなる増加を懸念

○土地持ち非農家の増加や不在地主化が進み、地域農業への関心の希薄化

○新規就農者に人気の「いちご」だが、ハウス設置に適しかつ設置を承諾してくれる貸付地が少ない

２ 課題解決に向けた活動（農地利用の最適化の推進の取組）

遊休農地の発生を防止し、新規就農希望者に貸付けできる農地を確保

農地利用最適化推進委員を中心に、こまめな農地の見回りや所有者の意向確認により作付けや適正管理を促す

非耕作が集団で見込まれる地域に、就農希望者の紹介や農地中間管理機構の周知活動（機構による地域への説明）

地域の話し合いに参加し、農地を守る機運を高め、ハウス栽培や新規就農者への貸付に理解が得られるよう働きかけ

３ 活動（取組）の結果

中間管理権を新たに設定した農地 令和６年度 約10.3ha （耕地面積861ha）

橿原市


